
う
か
。
し
か
も
、
核
家
族
化
・
人
口
の
流
動
化
な
ど
に
よ
っ
て
社
会
構
造
は
大

き
く
変
化
し
、
人
間
関
係
は
希
薄
と
な
り
新
た
な
悩
み
や
不
安
を
生
み
出

平
成
二
十
七
年
度
前
半
の
光
山
寺
行
事
予
定
の
一
覧
で
す
。

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
世
界
に
眼
を
移
せ
ば
、
武
力
紛
争
、
経
済
格
差
、
気
候

万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

変
動
、
核
物
質
の
拡
散
な
ど
、
人
類
の
生
存
に
関
わ
る
課
題
が
露
呈
し
て
い

★
光
山
寺
法
要

ま
す
。こ
れ
ら
の
傾
向
は
今
後
一
層
強
く
な
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

五
月
一
・
二
日
（
金
・
土
曜
）
春
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
中
島
昭
念
師
）

私
た
ち
は
、
凡
愚
の
ま
ま
摂
め
取
っ
て
捨
て
な
い
と
は
た
ら
き
続
け
て
い

九
月
二
四
・
二
五
日
（
木
・
金
曜
）
秋
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
上
原
泰
教
師
）

第

代
専
如
ご
門
主
は

月

日
、
本
山
の
御
正
忌
報
恩
講
ご
満
座

て
く
だ
さ
る
阿
弥
陀
如
来
の
お
慈
悲
を
聞
信
さ
せ
て
い
た
だ
き
、そ
の
有
り

★
山
口
教
区
・
萩
組

25
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後
、
「
伝
灯
奉
告
法
要
に
つ
い
て
の
消
息
」
を
発
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ

難
さ
尊
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
と
と

五
月
二
〇
日
（
水
曜
）

萩
組
初
参
式
（
萩
幼
稚
園
）

の
伝
灯
奉
告
法
要
は
、
ご
門
主
が
法
統
を
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
仏
祖
の

も
に
仏
智
に
教
え
導
か
れ
て
生
き
る
念
仏
者
と
し
て
、山
積
す
る
現
代
社
会

五
月
二
三
日
（
土
曜
）

萩
組
総
代
会
総
会
・
研
修
会
（
泉
流
寺
）

御
前
に
奉
告
す
る
と
と
も
に
、
お
念
仏
の
み
教
え
が
広
く
伝
わ
る
こ
と

の
多
く
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に

六
月
一
〇
日
（
水
曜
）

山
口
別
院
、
永
代
経
法
要
（
萩
組
参
拝
日
）

を
期
す
る
も
の
で
、
平
成

・

年
に
修
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

こ
の
よ
う
な
営
み
の
先
に
こ
そ
、「
自
他
共
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き

六
月
一
二
日
（
金
曜
）

萩
組
仏
教
壮
年
会
総
会
・
研
修
会
（
明
光
寺
）

28

29

た
。（
「
ご
消
息
」
と
は
お
手
紙
の
こ
と
。
特
に
浄
土
真
宗
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

る
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
」
道
が
拓
か
れ
て
い
く
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

六
月
一
四
日
（
日
曜
）

萩
組
仏
教
婦
人
会
大
会
（
萩
幼
稚
園
）

な
ご
縁
に
際
し
て
、
歴
代
の
宗
主
が
、
そ
の
お
こ
こ
ろ
を
広
く
伝
え
る
た
め

こ
の
た
び
の
ご
法
要
が
、
親
鸞
聖
人
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
阿
弥
陀

七
月
二
五
・
二
六
日

萩
組
子
供
一
泊
合
宿
（
萩
幼
稚
園
）

に
出
さ
れ
る
書
簡
を
い
う
）
以
下
に
、
そ
の
全
文
を
掲
載
し
ま
す
。

如
来
の
救
い
の
は
た
ら
き
に
依
り
な
が
ら
、
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
宗
門

★
子
供
会
（
土
曜
学
校
）

午
前
九
時
（
本
堂
）

の
新
た
な
第
一
歩
と
し
て
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
宗

五
月
一
六
日
（
土
曜
）
・
六
月
二
〇
日
（
日
曜
）・
七
月
十
八
日
（
土
曜
）

去
る
平
成

年

月

日
、
前
門
主
の
跡
を
承
け
て
法
統
を
継
承
し
、
門
で
は
、
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立
教
開
宗
８
０
０
年
に
向
け
て
新
た

八
月

二
日
（
日
曜
）

※
原
則
第
三
土
曜
家
族
の
日
に
開
催
。
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6

本
願
寺
住
職
な
ら
び
に
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
門
主
と
し
て
務
め
て
ま
い

な
長
期
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
す
。
皆
様
の
積
極
的
な
ご
協
力
と
ご
参
画
を
心

★
仏
教
青
年
会

子
供
会
と
合
同
開
催
（
庫
裏
）

り
ま
し
た
。こ
こ
に
法
統
継
承
を
仏
祖
の
御
前
に
奉
告
い
た
し
ま
す
と
と

か
ら
念
願
い
た
し
ま
す
。

五
月
一
六
日
（
日
曜
）
・
八
月

二
日
（
日
曜
）

も
に
、
あ
わ
せ
て
本
願
念
仏
の
ご
法
義
の
隆
盛
と
宗
門
の
充
実
発
展
と
を

平
成

年

１
月

日

龍
谷
門
主

釋
専
如

★
仏
教
壮
年
会

27

16

期
し
て
、
平
成

年
お
よ
び

年
に
、
伝
灯
奉
告
法
要
を
お
勤
め
す
る
こ

■
カ
ト
マ
ン
ズ
本
願
寺
か
ら
復
興
支
援
募
金
の
お
知
ら
せ

六
月
一
四
日
（
日
曜
）
午
後
七
時

仏
教
壮
年
会
総
会
（
本
堂
）

28

29

と
に
な
り
ま
し
た
。

現
地
時
間
の

月

日
正
午
前
、
日
本
時
間
の
午
後

時
す
ぎ
、ネ
パ
ー
ル
中
部

九
月
二
七
日
（
日
曜
）
午
後
二
時

光
山
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

4

25

3

阿
弥
陀
如
来
の
ご
本
願
は
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
を
分
け
隔
て
な
く
そ
の
ま

を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

の
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
震
源
は
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
の

★
仏
教
婦
人
会

7.9

ま
救
お
う
と
は
た
ら
き
か
け
て
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
迷
い
と
苦
悩
を
か

北
西

キ
ロ
付
近
と
み
ら
れ
、
現
地
で
は
そ
の
後
も
余
震
と
み
ら
れ
る
地
震
が
相
次
い

五
月
十
七
日
（
日
曜
）
午
前
九
時
半

光
山
寺
初
参
式

80

か
え
る
私
た
ち
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
お
慈
悲
ひ
と
す
じ
に
こ
の
身
を
任

で
い
ま
す
。お
寺
は
、
本
堂
の
壁
と
天
井
、そ
れ
か
ら
敷
地
に
至
る
通
路
の
塀
が
壊
れ
る

六
月
二
五
日
（
木
曜
）
午
前
八
時
半

清
掃
・
莊
厳
・
リ
ハ
ー
サ
ル

せ
、
真
実
の
さ
と
り
の
世
界
で
あ
る
お
浄
土
に
生
ま
れ
て
い
く
べ
き
身
に

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。カ
ト
マ
ン
ズ
本
願
寺
の
メ
ン
バ
ー
は
全
員
無
事
で
し
た
が
、
地
震

六
月
二
七
・
二
八
日
（
土
・
日
曜
）
光
山
寺
婦
人
会
法
座
（
桑
原
昭
信
師
）

な
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
宗
祖
親
鸞
聖
人
が
「
そ
ら
ご
と
た
わ
ご
と
」
は
町
の
美
し
く
貴
重
な
歴
史
的
建
造
物
や
自
然
を
破
壊
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
多
く

★
総
代
会

五
月
一
七
日
（
日
曜
）
午
後
四
時
（
本
堂
）

総
会

と
お
示
し
く
だ
さ
っ
た
私
た
ち
自
身
を
含
む
迷
い
の
世
界
は
、
何
一
つ
と
の
死
と
絶
望
の
風
景
を
残
し
ま
し
た
。カ
ト
マ
ン
ズ
本
願
寺
の
メ
ン
バ
ー
は
、
今
助
け
を

★
護
持
会

五
月
一
七
日
（
日
曜
）
午
後
二
時
（
本
堂
）

し
て
た
よ
り
に
な
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
本
願
の
は
た
ら
き
の
中

必
要
と
さ
れ
て
い
る
人
や
物
に
対
し
て
、
最
善
を
尽
く
し
て
支

★
お
経
の
練
習
会
（
旧
、
礼
讃
の
夕
べ
）

午
後
八
時
（
本
堂
）

に
生
き
る
私
た
ち
は
、確
か
な
依
り
ど
こ
ろ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。カ
ト
マ
ン
ズ
本
願
寺
は
カ
ト
マ

五
月
九
日
（
土
曜
）・
六
月
十
三
日
（
土
曜
）・
七
月
四
日
（
日
曜
）

科
学
技
術
の
発
達
に
よ
る
便
利
で

ン
ズ
地
域
の
復
興
支
援
の
募
金
活
動
を
い
た
し
ま
す
。
尚
、こ
の

八
月
八
日
（
土
曜
）・
九
月
十
二
日
（
土
曜
）・
十
月
十
日
（
土
曜
）

豊
か
な
生
活
の
追
求
や
欲
望
の
肥
大

募
金
は
宗
教
や
民
族
を
超
え
て
支
援
す
る
も
の
で
す
。

★
親
鸞
聖
人
讃
仰
会

午
後
八
時
（
本
堂
）

化
は
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん

支
援
金
お
振
込
先
：
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
普
通
預
金

六
月
十
五
日
（
月
曜
）
・
八
月
十
日
（
月
曜
）

が
、
人
々
は
、
そ
の
よ
う
な
豊
か
さ
の

口
座
名
：
カ
ト
マ
ン
ズ
本
願
寺
支
援
基
金

★
雅
楽
練
習
会

午
後
七
時
半
（
庫
裏
）

み
を
追
求
す
る
こ
と
の
虚
し
さ
に
気

記
号

１
７
４
７
０

番
号

３
２
２
０
５
６
９
１
（
郵
便
振
替
用
）

五
月
二
四
日
（
日
曜
）
・
六
月
二
一
日
（
日
曜
）

づ
き
は
じ
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

※
他
金
融
機
関
よ
り
送
金
、
店
名
・
店
番
と
も

、
普
通
口
座
３
２
２
０
５
６
９

※
コ
ー
ラ
ス
の
練
習
日
程
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

748

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分

（第５５号） 光山寺新聞 ２０１５年（平成２７年）５月１日（金曜日）



■
除
夜
会
で
富
く
じ
抽
選
会
を
盛
大
に
開
催

の
法
度
を
、
犯
す
者
多
け
れ
ば
、
希
子
は
、
先
県
令
官
等
を
勧
め
、
仏
法
を
聴
し
め
そ
れ

大
晦
日
恒
例
の
除
夜
会
で
は
、
昨
年
末
も
富
く
じ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
よ
り
、追
々
下
民
に
、法
義
を
弘
め
、
牧
民
の
助
と
を
し
ぬ
。
同
九
年
、熊
谷
県
庁
を
上
州

●
お
経
の
練
習
会
（
旧
、
礼
讃
の
夕
）
五
月
九
日
（
土
曜
日
）
午
後
八
時
よ
り
今
年
も
！

例
年
、
除
夜
会
は
大
晦
日
午
後
十
一
時
半
す
ぎ
よ
り
開
催
さ
れ
る
が
、
一
昨

前
橋
に
移
し
、
群
馬
県
と
改
称
す
、
希
子
、
又
前
橋
に
移
り
、
愈
々
、
佛
法
興
隆
に
、
力
を

「
正
信
念
仏
偈
」
等
の
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
お
経
の
練
習
会
も
今
年
で
二
十
五
年
目
と
な

年
よ
り
鐘
を
つ
か
れ
る
方
全
員
に
富
く
じ
抽
選
券
を
配
布
し
、
除
夜
会
終
了

尽
し
、終
に
真
宗
布
教
の
基
を
、群
馬
県
下
に
開
た
る
は
、実
に
希
子
の
力
、多
に
居
る
と

り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
お
経
の
練
習
会
と
し
て
、本
年
も
五
月
か
ら
十
月
ま
で
の

後
の
新
年
の
お
勤
め
「
修
正
会
」
に
引
き
続
き
、
富
く
じ
抽
選
会
を
実
施
し
て

云
」
と
あ
り
、
関
東
布
教
に
住
持
し
た
小
野
島
行
薫
も
寿
子
と
楫
取
素
彦
に
つ
い
て
は

月
一
度
の
練
習
（
原
則
第
二
土
曜
日
の
午
後
八
時
）で
、
お
経
本
（
聖
典
）
を
中
心
に
日
常
の
基

い
ま
す
。
昨
年
も
六
十
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
富
く
じ
景
品
を
得
た

後
年
言
及
し
て
い
る
。

本
的
勤

行
の
一
通
り
を
練
習
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
経
本
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
光
山
寺

人
も
二
十
人
と
、
盛
況
に
て
終
了
し
ま
し
た
。
景
品
出
品
経
費
に
際
し
て
は

ま
た
、
明
治
十
四
年
一
月
三
十
日
に
往
生
の
素
懐
を
享
年
四
十
三
歳
に
て
遂
げ
た
寿

ご
ん
ぎ
よ
う

に
て
用
意
し
ま
す
の
で
参
加
当
日
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
最
近
で
は
新
し
い
参
加
の
方
も
増

総
代
会
と
仏
教
青
年
会
よ
り
、
ま
た
福
引
き
抽
選
会
で

子
は
、
長
男
に
小
田
村
家
（
楫
取
の
旧
姓
）を
継
が
せ
、
次
男
は
出
で
て
久
坂
家
（
後
に
楫

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
お
若
い
方
、は
じ
め
て
参
加
の
方
は
大
歓
迎
で
す
。（
お
申
し
込
み
は
不
要
・
無
料
で
す
）

は
仏
教
壮
年
会
員
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。

取
家
へ
戻
る
）を
継
が
せ
て
い
る
が
、そ
の
両
息
子
の
嫁
へ（
た
か
子
、
す
み
子
）自
筆
の
遺

●

光
山
寺
初
参
式
五
月
十
七
日
（
日
曜
）
午
前
九
時
半

■
念
仏
者
列
伝「
松
陰
の
妹
、寿
」■

言
状
を
し
た
た
め
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、「
我
真
宗
の
法
義
は
か
た
じ
け
な
く
も
、
全
国
無

親
鸞
聖
人
の
ご
誕
生
月
で
あ
る
五
月
に
は
毎
年
婦
人
会
主
催
に
よ
り
初
参
式
を
実
施
し
て

寿
は
、杉
百
合
之
助
の
次
女
、松
陰
の
妹
で
寿
子
、久
子
、

二
の
教
法
に
し
て
、
我
等
如
き
、
愚
昧
の
者
に
も
聞
ひ
ら
き
、
易
き
、
他
力
本
願
に
候
へ

ひ
さ

い
ま
す
。
今
年
も
五
月
十
八
日
光
山
寺
本
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
生
後
三
年
く
ら
い
ま
で

あ
る
い
は
希
子
と
も
書
い
た
。
十
五
歳
の
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）小
田
村
伊
之

ば
、
よ
く
よ
く
心
を
止
め
、
聴
聞
す
れ
ば
、
御
慈
悲
に
て
候
間
信
心
は
、
頂
か
る
る
と
御

の
お
子
さ
ん
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
仏
の
子
と
し
て
育
つ
た
め
仏
教
の
ご
縁
に
初
め
て
あ
う

助（
後
の
楫
取
素
彦
）と
結
婚
し
、
翌
安
政
元
年（
一
八
五
四
）に
長
男
篤
太
郎（
小

示
に
て
、
自
然
と
、
心
中
に
、
御
入
満
ち
下
さ
る
る
、
他
力
不
思
議
の
御
は
た
ら
き
に
て
、

合
同
の
初
参
式
で
す
。
昨
今
子
供
の
減
少
が
激
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ど
う
か
ご
親
戚
等
に

田
村
希
家
）、
安
政
五
年
に
次
男
久
米
次
郎
（
楫
取
道
明
）
を
も
う
け
た
。
元
治
元

凡
夫
の
力
を
は
げ
ま
さ
す
（
「
ず
」
か
？
）、
只
我
身
の
浅
ま
し
く
、つ
た
な
く
、
罪
障
ふ
か

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
是
非
お
申
し
込
み
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。
年（
一
八
六
四
）夫
が
椋
梨
藤
太
ら
に
よ
り
野
山
獄
に
投
獄
さ
れ
た
時
や
慶
応
二

き
事
を
思
ひ
知
り
、か
か
る
機
を
、
助
け
た
ま
ふ
、仏
の
広
大
な
る
、
願
力
を
、
疑
ひ
な
く

む
く
な
し

尚
、
お
子
さ
ん
の
お
名
前
・
生
年
月
日
等
を
光
山
寺
ま
で
ご
連
絡

年
（
一
八
六
六
）の
第
二
次
長
州
征
討
（
長
州
戦
争
、
四
境
戦
争
と
も
い
う
）の
と

信
じ
、
罪
も
障
り
も
み
な
、
御
仏
に
、
任
せ
奉
り
て
、
往
生
の
大
事
を
、
安
堵
す
る
ば
か
り

く
だ
さ
い
。
当
日
参
加
で
き
な
い
方
は
個
別
の
初
参
式
や
自
宅
で

き
に
は
、烈
婦
と
し
て
評
判
が
高
か
っ
た
と
伝
わ
れ
る
。

と
、
聴
聞
申
し
候
」
と
述
べ
、そ
れ
以
降
に
は
、信
心
獲
得
後
の
俗
諦
門
と
し
て
、
男
は
男
、

の
初
参
式
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
萩
組
の
初
参
式
は
五

明
治
三
年(

一
八
七
〇)

か
ら
数
年
、夫
と
共
に
三
隅
村
二
条
窪
の
桜
楓
山
荘（

女
は
女
の
道
を
尽
く
し
て
、人
に
は
真
実
を
持
っ
て
交
わ
り
、
倹
約
質
素
を
本
と
す
る
心

お
う
ふ
う

月
二
十
日
に
萩
幼
稚
園
に
て
開
催
予
定
で
す
。
こ
ち
ら
も
参
加
受

現
山
口
県
長
門
市
）に
隠
棲
し
、
小
堂（
木
像
の
阿
弥
陀
如
来
安
置
）を
建
て
、
月

得
が
続
い
て
い
る
。
続
い
て
、「
去
れ
ば
暫
し
の
世
の
中
は
、
心
に
叶
は
ぬ
こ
と
あ
る
と

付
中
で
す
。

々
二
回
村
民
向
け
に
定
期
的
に
僧
侶
を
招
い
て
法
話
会
を
開
催
す
る
。
後
に
、夫

も
、
や
が
て
極
楽
往
生
の
、
楽
し
み
を
思
へ
ば
、苦
に
な
ら
ず
、国
の
為
や
、法
の
為
、家
の

●

親
鸞
聖
人
鑚
仰
会

会
員
募
集
！

が
熊
谷
県
令
（
明
治
七
年
〈
一
八
七
四
〉
）
や
群
馬
県
令
に
就
任
（
明
治
九
年
〈
一

為
、
夫
の
為
、
な
ど
、
世
に
益
あ
る
こ
と
を
為
す
が
こ
の
世
、
滞
留
の
仕
事
と
心
得
、
夫
れ

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
鑚
仰
し
、同
朋
と
し
て
の
親
睦
を
深
め
る
事
を
目
的
と
し
た
「
親
鸞

八
七
六
〉
）す
る
と
、
仏
法
少
な
く
風
俗
荒
い
県
民
教
諭
の
た
め
浄
土
真
宗
の
布

を
楽
み
進
み
て
勤
む
べ
き
こ
と
な
り
、こ
れ
誠
に
我
国
古
来
今
無
二
の
有
り
が
た
き
真

聖
人
鑚
仰
会
」
を
四
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
の
で
、
新
規
会
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
ご

教
を
望
み
、西
本
願
寺（
明
如
上
人
）の
命
に
て
関
東
開
教
布
教
に
出
向
い
て
い
た

宗
、
真
俗
二
諦
の
教
え
な
り
、
と
兼
て
聴
聞
申
候
」
と
、
女
性
が
法
義
聴
聞
の
心
あ
る
身

門
徒
に
限
ら
ず
、
年
齢
・
男
女
を
一
切
問
わ
ず
、
広
く
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
勉
強
す
る
学
習

僧
侶
（
関
東
開
教
主
任
が
小
野
島
行
薫
〈
山
口
県
田
布
施
町
麻
郷
出
身
〉
、
顧
問

で
あ
れ
ば
、
国
や
家
や
夫
を
思
い
、
心
も
格
別
に
厚
く
し
て
機
嫌
を
慰
め
、
内
外
の
者
か

会
で
す
。
年
会
費
は
二
千
円
で
二
ヶ
月
に
一
回
の
開
催
。
西
本
願
寺
の『
季
刊
せ
い
て
ん
』
を
中

で
開
教
監
督
が
金
山
仏
乗
〈
山
口
県
熊
毛
郡
光
井
村
真
福
寺
〉
）
を
招
き
、
夫
と

ら
懐
か
れ
る
よ
う
に
心
が
け
て
、
法
義
聴
聞
も
美
し
く
で
き
る
よ
う
に
と
述
べ
る
。
ま

心
に
学
習
し
ま
す
。
浄
土
真
宗
聖
典
註
釈
版
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
お
持
ち
で
な
い
方
は
申

共
に
群
馬
県
等
関
東
各
地
の
説
教
所
開
設
に
尽
力
し
た
。
ま
た
、群
馬
県
で
は
生

た
、
不
思
議
な
因
縁
で
親
子
の
契
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
、永
き
楽
し
み
を
一
処
に
結

し
出
く
だ
さ
い
。
尚
、
開
催
は
偶
数
月
第
三
月
曜
日
午
後
八
時
よ
り（
次
回
六
月
十
五
日
）と
な

糸
の
直
輸
出
を
図
る
新
井
領
一
郎
の
渡
米
に
際
し
て
、兄
松
陰
の
形
見
と
し
て
の

び
た
い
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
臨
終
に
際
し
、
法
義
相
続
の
う
え
の
生
き
方
を
二
人
の

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
（
詳
細
は
別
紙
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

短
刀
を
渡
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
明
治
十
三
年（
一
八
八
〇
）に
は
、前
橋
に

嫁
に
諭
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
注
目
さ
れ
点
は
、そ
の
添
え
書
き
で
あ
る
。
信
心
獲

●
萩
組
門
信
徒
の
集
い（
記
念
法
座
）、今
年
は
市
民
館
で
開
催

本
願
寺
派
説
教
所（
現
、清
光
寺
、群
馬
県
前
橋
市
）を
建
立
し
た
が
、中
風（
脳
血

得
し
た
な
ら
ば
、
第
三
十
三
願
「
触
光
柔
軟
の
願
」
の
利
益
に
て
、
言
葉
も
や
わ
ら
か
に

前
ご
門
主
さ
ま
の
萩
組
ご
巡
教
を
記
念
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
る
萩
組
記
念
法
座
は
、本

管
障
害
）で
健
康
す
ぐ
れ
ず
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
一
月
に
死
去
し
て
い

自
ず
か
ら
心
な
き
人
も
感
ず
る
も
の
ぞ
と
、人
の
上
に
立
っ
て
下
の
者
を
使
う
場
合
に
も

年
度
は
萩
市
民
館
に
て
、七
月
十
九
日
（
日
曜
日
）の
午
後
一
時
半
か
ら
開
催
さ
れ
る
こ
と

る
。

そ
の
威
に
随
う
よ
う
に
す
る
よ
り
は
、
徳
に
感
じ
て
有
り
難
く
思
う
て
勤
め
る
よ
う
に

と
な
り
ま
し
た
。
本
年
は
仏
教
文
化
講
演
会
と
い
う
形
で
、「
落
語
と
仏
教
」
で
有
名
な
相

寿
子
の
行
実
に
つ
い
は
所
伝
が
伝
え
て
い
る
が
、『
杉
希
子
』（
明
治
二
十
三
年
）
す
る
の
が
肝
要
と
ま
で
申
し
送
っ
て
い
る
。

愛
大
学
教
授
の
釈
徹
宗
先
生
を
迎
え
て
の
ご
講
演
と
、
落
語
家
の
桂
塩
鯛
さ
ん
が
真
宗
と

な
る
小
冊
子
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
関
東
で
の
開
教
事
情
を
次
の
よ
う
に
記
載
し
て

以
上
、
寿
は
当
時
の
人
民
教
化
育
成
に
お
い
て
も
、
真
宗
の
法
義
を
大
事
と
し
、
ご
聴

関
係
す
る
落
語
の
実
演
も
さ
れ
る
予
定
で
す
。
今
年
は
法
座
と
い
う
形
式
で
な
い
な
い
た

い
る
。「
明
治
四
年
素
彦
君
足
柄
県
令
に
任
じ
明
治
七
年
の
夏
、
熊
谷
県
令
に
転

聞
の
利
益
に
よ
り
、
品
行
人
徳
美
し
く
世
に
尽
く
す
事
を
主
と
し
た
。
葬
儀
に
際
し
て

め
に
、
受
付
等
は
な
く
、
入
場
料
も
無
料
で
す
。
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
の

任
せ
ら
れ
し
よ
り
、
希
子
も
、
同
く
其
地
に
、
移
り
住
さ
れ
し
が
、
熊
谷
県
は
、上

は
、時
の
本
願
寺
法
主
明
如
上
人
（
光
尊
）か
ら
、
特
に
使
僧
が
派
遣
せ
ら
れ
、法
名
を
「

で
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

野
、武
蔵
の
二
国
に
跨
り
、
元
来
、佛
法
少
き
地
故
、風
俗
あ
ら
く
し
て
、
往
々
、
地
方
庁

心
月
院
釈
貞
照
玉
映
大
師
」
と
諡
ら
れ
て
い
る
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分

（第５５号） 光山寺新聞 ２０１５年（平成２７年）５月１日（金曜日）


